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「内部統制システム構築の基本方針」見直しのお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、「内部統制システム構築の基本方針」を見直し、あらためて

下記のとおり決議しましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
１． 取締役と使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
   当社グループは、ニフコグループ企業行動憲章の下、コンプライアンス規程に基づくコンプラ

イアンス委員会を中心に、法令等の遵守は当然のこととして、取締役と使用人が高い倫理観をも

って職務を執行する社内体制を構築する。 
また、ニフコグループ内部通報規程に基づき、コンプライアンス担当役員及び社外監査役（弁

護士）を通報窓口としてコンプライアンス違反の事例がないか広く情報収集する。 
なお、反社会的勢力によるアプローチ等がなされた場合には、コンプライアンス委員会の監督

の下、不当要求等には断じて応じることなく、反社会的勢力を遮断排除する。 
 
２．取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

文書管理規程をふまえて、取締役の職務執行に係る意思決定過程及び職務執行の具体的状況等

をいつでもレビューできるよう当該情報の保存・管理体制を万全にする。 
 

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
リスクマネジメント基本規程に基づくリスクマネジメント委員会を中心に、当社グループの主

要なリスクを抽出・分析したうえで、各リスクの事前予防策を検討・実施するとともに、万一リ

スクが顕在化した場合でも損失を極小化する事後対応体制を構築する。 
また、情報セキュリティポリシーに基づく情報セキュリティ体制については情報セキュリティ

委員会を中心に進める。 
 

４．取締役の職務執行が効率的に行なわれることを確保するための体制 
取締役は、取締役会の他、毎週開催される常務会において経営上の重要案件を徹底的に協議し

たうえで効率的に執行する。 

また、取締役は、必要に応じ担当執行役員、担当部門長を常務会に出席させ、懸案事項の執行・

管理状況に関する報告を受け適正な指示を行うことによって、職務執行の効率化を図る。 

こうしたコミュニケーションを通じて、取締役による意思決定や方針・指示を組織の隅々まで



伝達し、執行役員はじめ幹部社員による職務執行も一体的・効率的に行われる体制を構築する。 

 
５．企業集団における業務の適正を確保するための体制 

国内外の関連会社権限規程に基づき、企業集団に属する子会社の状況を正確に把握して適正に

管理する。 
また、毎月、業績に関する計数の報告だけでなく、顧客、製品等に関する定性的な報告を受け

る。さらに、必要に応じて、当社取締役はじめ幹部社員が海外を含む子会社に出向き、問題点の

把握・解決に努める。 
   なお、財務報告の適正性を確保するため、内部統制推進委員会は子会社を含む内部統制評価計

画の策定、内部統制担当部門（監査室）が実施する内部統制評価についてモニタリングを行う。 
 
６．監査役の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の取締役からの独立性に関する事項 
   取締役会は、監査役がスタッフを求めた場合、監査役の要請を最大限尊重して、業務執行との

調整を行う。スタッフとして指名された使用人の人事異動及び人事評価については監査役へ報告

し、監査役の意見も尊重する。 
 
７．取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制 
   取締役会は、取締役及び使用人が、重要事項については監査役に報告すべき義務があることを

周知徹底する。また、監査役は、取締役会だけでなく常務会等の執行部門の会議にも出席し、取

締役及び幹部社員の職務執行状況の報告を受ける。なお、常勤監査役は、決裁前の稟議書をすべ

て閲覧し、当該稟議書の内容に関して担当の取締役または使用人に対し質問し報告を受ける体制

をとる。 
 
８．監査役による監査が実効的に行われることを確保するための体制 
   社長をはじめとする取締役は監査役と定期的な意見交換を行い、監査役は内部監査部門と定期

的な協議を行う。さらに、監査役及び内部監査部門は会計監査人と協議・検討を行い、また必要

に応じ国内外の子会社の監査部門と協議・意見交換を行う。 
 

以上 


